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ユ二一クな舞踊で笑いの渦に

今金舞踊愛好会の6人が第33回今金町総合文化祭

で披露した「ん音頭」。

アロハシャツに白いズボン、Lii付きのメガネを付

けて登場。一見、落語家の月苧可斬さんを思わせる

出で立ち。踊っている最中に、帽子を取ったら前の

2人はなんとハゲズラ姿。

ユニークな格好と踊りに会場内は笑いの渦に包ま

れていました。 (]I月3日)



平
成
凶
年
度

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き

善
行
者
を
表
彰

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
い
た
表
彰
式
が
け
月
1
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
、
個
人
で
は
小
山
二
三
子
さ
ん
、
藤
村
公
土
さ
ん
、
団

体
で
は
今
金
町
文
化
協
会
、
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
2
個
人
2
団
倫

が
善
行
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
金
町
表
彰
条
例
は
、
町
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
、
そ
の
他
各

般
に
わ
た
っ
て
町
の
振
興
に
寄
与
し
、
大
勢
の
方
々
か
ら
模
範
と
認
め
ら

れ
る
行
為
が
あ
っ
た
個
人
や
団
体
に
対
し
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

小
山
二
三
子
さ
ん
(
似
歳
)

写真左から今壷ライオンズクラブ(岩間前1会畏)、藤村公士さん、

今金町文化協会(近藤弘聴会長)、小山二三子さん

昭
和
幻
年
4
月
か
ら
現
在
ま
で

初
年
間
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
率
先
し
て
交
通
安

全
意
識
の
普
及

・
前
世
発
に
努
め
、

交
通
安
全
の
推
進
と
事
故
防
止
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

藤
村

公
士
さ
ん
(
日
歳
)

昭
和
肝
年
川
月
か
ら
現
在
ま
で

初
年
聞
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
、
率
先
し
て
交
通
安

全
意
識
の
普
及

・
啓
発
に
努
め
、

交
通
安
全
の
推
進
と
事
故
防
止
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

t 

• ゆ

合
併
情
報
交
換
会
で

活
発
な
意
見

町
で
は
、
合
併
に
関
し
町
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
現
況
の
情
報
を
提
供
す

る
場
と
し
て
、
け
月
刊
日
か
ら
同
日
の
6
日
間
わ
た
り
5
地
区
6
会
場
で

合
併
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
交
換
会
に
は
‘
町
理
事
者
を
は
じ

め
各
担
当
課
長
も
出
席
。
6
日
間
で
約
1
3
0
人
の
町
民
が
参
加
し
活

発
な
意
見
や
質
問
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
で
は
、
「
市
町

村
合
併
に
関
す
る
固
な
ど
の
考
え

方
」
「
今
金
町
の
合
併
な
ど
に
関
す

る
研
究
」
「
今
金
町
の
将
来
推
計
と

地
域
財
政
」
「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
」
の

4
項
目
に
つ
い
て
資
料
に

基
づ
い
て
町
側
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

合
併
特
例
法
は
平
成
げ
年
3
月

幻
日
が
期
限
と
さ
れ
、
国
で
も
延

長
し
な
い
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

合
併
す
る
に
は

一
連
の
作
業
に
お

お
よ
そ
幻
カ
月
を
要
す
る
た
め
、

平
成
何
年
の

5
月
か

6
月
に
は
法

定
協
機
会
を
設
泣
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

町
民
か
ら
は
、

『地
域
財
政
・

合
併
効
果
関
係
』
に
つ
い
て
、
「町

の
財
政
状
況
を
見
る
と
単
独
で
も

や
っ
て
い
け
る
の
で
は
。
借
金
の

少
な
い
町
が
合
併
し
て
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
」
な
ど
、
『
ま
ち
づ
く

り
』
に
つ
い
て
は、

「
基
幹
産
業
の

段
業
が
今
後
ど
う
な
る
の
か
。
農

業
を
生
か
す
た
め
に
は
、
何
処
の

町
と
合
併
す
る
べ
き
か
。
」
な
ど
大

き
く
分
け
る
と

5
項
目
に

ω件
を

超
え
る
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。姶

山
北
部
4
町
(
今
金
町
、
北

総
山
町
、
瀬
棚
町、

大
成
町
)
と

の
合
併
が
い
い
の
か
、
長
万
部
町

や
八
雲
町
な

ど
渡
島
管
内

の
町
と
合
併

す
る
の
が
い

い
の
か
、
ま

た
、
単
独
で

生
き
残
っ
て

い
く
べ
き
な

の
か
、
検
討

す
る
時
間
も

今
金
町
文
化
協
会

昭
和
何
年
川
月
の
設
立
以
来
現

在
ま
で
幻
年
間
に
わ
た
り
、
文
化

活
動
の
振
興
発
展
に
努
め
る
と
と

も
に
、
各
種
文
化
団
体
の
育
成
に

寄
与
さ
れ
、
今
金
町
の
振
興

・
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
創
立

制
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
多
額

の
物
品
(
電
光
掲
示
板
)
を
寄
贈

さ
れ
、
商
工
業
の
振
興

・
発
展
に

寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
奉
仕
活

動
を
通
し
て
福
祉
の
向
上
と
地
域

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

町のホームベ ジで公開し-合併資料について、

ております。

http!!www.hakodate.or.jp!imakane!gappei! 

gappe i i ndex. htm 

・合併についての問い合わせば

役場総務課行政改革推進係 官 2-0111 

・eメールでの問い合わせは

imakane-gyokaku@hakodate.or. jp 

あ
と
数
カ
月
と
迫
っ
て
来
て
い
ま

す。
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
町
民

一
丸
と
な
っ
て
こ
の
高

い
山
を
乗
り
魅
え
ま
し
ょ
う
。

槍
山
の
納
税
功
労
団
体
に

寒
昇
納
税
貯
蓄
組
合

槍
山
支
庁
で
は
、
道
税
の
納
税

成
績
向
上
や
納
税
思
想
の
普
及
向

上
に
特
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
や

団
体
に
対
し
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
表
彰
団
体
と
し
て

寒
昇
納
税
貯
蓄
組
合
(
組
合
長

・

工
藤
消
、
組
合
員
数
幻
人
)
が
選
出

さ
れ
ハ
月
5
目
、
倫
山
支
庁
会
議

室
に
お
い
て
伊
藤
満
支
庁
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
昭
和
泊
年
に
自
主

納
税
意
識
の
向
上
、
思
想
の
普
及

及
び
組
合
員
相
互
の
親
睦
融
和
と

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

，
 

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
以

来
長
年
に
わ
た
っ
て
納
期
内
完
納

を
継
続
し
、
口
座
振
替
制
度
導
入

に
も
早
期
か
ら
地
域
、
く
る
み
で
推

進
す
る
な
ど
他
の
模
範
と
な
っ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

平
成
川
年
度

社
協
等
社
会
福
祉
功
労
受
賞
者

-
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

彰
八
〉
役
員
功
労
表
彰

(
8
月
幻
目
、

北
海
道
社
会
福
祉
大
会
席
上
)

O
祉
協
理
事
泊
回
邦
男

O
社
協
評
議
委
員
宮
崎
唯
夫

O
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

橘

亨

二

・
北
海
道
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

〈
〉
永
年
勤
続
奉
仕
者

(
8
月
幻
目
、

北
海
道
社
会
福
祉
大
会
席
上
)

O
共
募
今
金
分
会
理
事
加
藤
要

・
北
海
道
槍
山
支
庁
長
表
彰
〈〉
社

咽. .. 

会
福
祉
事
業
功
労
(
叩
月
4
目、

槍
山
地
区
社
会
福
祉
大
会
席
上
)

O
民
生
委
員
・
児
童
委
員
幅
口

忠
男
、
中
島
弘

一
、
小
岩
高
底
、

山
本
敦
子

-
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

〈
〉
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
功
労

(日
月
8
日
、
全
国
社
会
福
祉
大

会
席
上
)

O
社
協
理
事

高
橋
政
子

年末 • 年始の休み状況
施設名 f量 場

F.4‘山 14
4a，-."..，』， a u

国保病院 老人保健施設 1・町民センタ 総合体育館 種川温泉 あったからんど目
l月 日 (事務所内)

学習センター
-.".. 

12月28日ω 閉 庁 休 業 休 業 通 常 通 常 通 常 通 同吊

12月29日{日) 閉 庁 休 業 休 業 通 円吊 通 常 通 山吊 通 常

12月30日伺)， 通 常 通 常 通 円吊 休 館 休 館 通 常 通 同吊

12月31日ω 閉 庁 休 業 イ木 業 休 館 休 館
午前10時 午前10時
~午後3時 ~午後4時

臨時営業

1月 1日ω 閉 庁 休 業 休 業 休 館 イ本 官官 臨時休業 午前11時

~午後5時

同 1月2日制 閉 庁 休 業 休 業 イ本 館 休 館 臨時営業 臨時休業

1月3日働 閉 庁 イ本 業 休 業 休 館 イ本 館 休 業 通 円吊

1月4日ωぜ 閉 庁 休 業 イ木 業 通 常 休 館 通 円吊 通 常

1月5日(日) 閉 庁
休日当番医

イ木 業 通 常 イ本 館 通 内吊 通 常
(正午まで)

1月6日伺) 通 円吊 通 常 通 内吊 通 常 {本 館 通 円吊 通 常

※各施設等関係機関、次のとおりとなります。緊急用務のときは警備員L申し出て下さい。

a (1) 



無事故を目指し各事業所一丸

交通安全青空集会

交通安全意識の浸透を図るため『交通安全青空集会』

が10月22日、早朝に行われ厳しい寒さの中、約200人が

役場駐車場に参集しました。

これは川]の交通安全運動推進委員会・交通安全協

会 ・商工会交通安全推進会・安全運転管理者協餓会・

自治会連合会・交通安全指導只会が良作物の収随時期

を迎え、交通量が多くなる「秋の輸送繁忙期の交通安全

運動Jに合わせ各団体や事業所が一丸とって交通事故を

未然に防ごうと行ったものです。

参加者を代表し今金町成業協同組合の船木実さんが

次のとおり宣言しました。

， 

一、子供や高齢者の交通事故防止のため、思いやりとゆとりある運転に努めます。

一、シートベルト・チャイルドシートの着用を徹底します。

一、スピードの出し過ぎなど無謀運転の防止に努めます。

一、飲酒運転追放の推進に努めます。

• • 

に
願
い
を
込
め
植
樹

N
|
町

α凶
明
司
州
川
附
附
側
関
川
川

後
志
利
別
川
の
清
流
維
持
活
動

や
川
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
N

P
O
法
人
後
志
利
別
川
清
流
保
慾

の
会
(
会
長

・
秋
元
お
)
で
は
、

清
ら
か
な
後
志
利
別
川
を
後
生
に

残
そ
う
と
刊
月
幻
日
に
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。

植
樹
し
た
場
所
は
、
中
里
地
区

に
あ
る
奥
沢
橋
か
ら

5
0
0
m
ほ

ど
下
流
の
後
志
利
別
川
左
岸
に
位

置
す
る
河
川
敷
地
。
近
く
の
山
民
家

が
以
前
畑
作
用
に
借
用
し
て
い
た

も
の
で
、
敷
地

面
積
は
約
1
6

輔

o
o
o
d
あ
り
翠
却

ま
す
。

揺

今
年
は
そ
の

揮

う
ち
約

1
0
0
d齢

o
d
の
面
積
に

繍

ミ
ズ
ナ
ラ
(
ど

お
t

ん
く
り
の
さ

長

の
苗
木
3
0
0

部

本
が
植
え
ら
れ

握

ま
し
た
。

J
U

植
樹
に
は
同

J
吋

会
会
員
の
ほ
か

~υ

上
村
興
業
、
外

れ
つJ

山
建
設
の
社
員
』
日

を
含
め
白
人
が
参
加
。
鍬
で
土
を

掘
り
起
こ
し
手
際
よ
く
苗
木
を
植

え
て
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
今
後
印
年
計
画
で

ミ
ズ
ナ
ラ
と
ブ
ナ
の
苗
木
を
毎
年

交
互
に
植
樹
す
る
予
定
で
す
。

後
志
利
別
川
は
国
土
交
通
省
が

全
国
の
1
級
河
川
を
対
象
に
実
施

す
る
水
質
検
査
で
、
平
成
同
年
度

(
平
成
は
年
度
水
質
検
査
)
の
日
本

一
を
含
め
こ
れ
ま
で

6
度
消
流
日

本

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平

成

川

年

度

目
(
平
成
は
年
度
水

田
質
検
査
)
の
発
表

閣
で
は
、
日
頃
の
活

田
動
が
報
わ
れ
ず
第

踊

3
位
に
後
退
し
ま

叫
し
た
が
、
第
1
位

岨
と
は
0
・
1
ポ
イ

ン
ト
の
差
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
来

年
は
ぜ
ひ
こ
う
し

た
努
力
が
報
わ
れ
、

7
度
目
の
日
本
一

に
輝
い
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

|小型除雪車更新、作業能率が向上 l 
|移動交通安全教室で衝撃体験i

今金連合IllJ内会では、 1111交通安全運動推進委員会との共催

で体験型の交通安全教室を10月19日に八雲自動車学校で行い、

12111J内会から25人が参加しました。

1111民の交通安全意識の向上と交通事故防止を図るため、IHJ

民総ぐるみの運動を展開している同会は、交通量が増加する

「秋の輸送繁忙期の交通安全運動jに合わせ実施したものです。

試乗車を時速40kmで走行させ急ブレーキをかけた時のシー

トベルトの衝撃を体験した久保田連合町内会長は、ビルの 5

階から落下したのに匹敵する衝撃の大きさを身をもって体験司. • 

町道の歩道除雪や草刈l作業用として、平成3年に導入した

小型除雪車が老朽化したことに伴い、平成14年度の建設機械

整備費補助事業による補助を受け、 11月12日納車されました。

町単独の負担で草刈装置も同時に更新され、冬場の歩道除

雪のほか、夏場は町道 ・農林道等の草刈作業用にも使用され

ます。

この除雪車は、最大除雪幅1. 3メートル、 11時間あたり最

大7∞トンを除雪することができます。旧除雪車より1"JI気昆

もアップし、作業能率の向上が期待されます。

・購入菅 1.786万円(うち補助舎予定額、 749万 8千円)

※残り 1.036方円のうち記借借入(渦疎借充当日日%)

しました。

参加者は、一同に命をつなくシートベルトの大切さを実感

していたようです。[今金町婦人防火クラブ活動の充実に一役 l 

歩道は歩行者・ ll!精子 電動三輪

車が通行するためのものです。駐車

していた車を避けよ うと車道にはみ

出した際、それが交通事故の要因と

なるかも知れません。

交通事故を未然に防ぐためにも、歩

道には車を~J:IIIされないようご協力を

お願いします。

C'D 

|歩道に車を駐車しないで

協
総務省では、 10月21日から27日までを「行政相談

週間」と定め、町でも 10月 17日に町民センターで、

18日に南栄会館で、 23日に美利河生活館で「行政懇

談座談会」を開催しました。

座談会では、参加者から様々な要

望があり、その中から 「最近、歩道に

車を駐車している人が多いJとの苦

られ、 町民に対し周知して

ほしいとの要望がありました。

‘0-1級軽可搬動力消防ポンプ

槍山広域行政組合では、財団法人日本

消防協会が実施する「安全で災害に強い地

域づくり推進事業」により、今金町婦人防

火クラブの活動をー庖充実させるため、

消防ポンフ.と心11市蘇生訓練機材を整備し

ました。

この事業は、財団法人日本消防協会が

財団法人自治総合センターからの助成金

を財源として、婦人|妨火クラブの育成強

化を図っているものです。安全で災笹に

強い地域づくりを推進するとともに、宝

くじの普及宣伝のため施設や設備に対し

行っている助成です。

① 
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会 ， ィ&1~親しむ町民の意識の詰さを垣間見ることができをω
¥ p 方、ぽ子、じた。

三:tJ:fti}J7 2寺 、展子宮居間の特別展示守、今金町出身、赤J11契t
-4ta鴬1柏会n さん から羽山郁夫氏、奥村土牛氏、森田畷平氏、後藤純

理弘司塑窓札 昌子41 
型地裁、 男氏tiど著洛函!!'の版画238点が町に寄贈され赤川さ、j

んもJ命後、今元金 Tを活動拠点に移し、リ

名E元フ本刷機、銅版印刷機を備えIt;:
開設し本格的に創作活動を展開... 

で展示された版画は、寄贈さ

画のほんの一部です。教育委員

令後版画展など町民の皆さんに

見せする機会を設ける予定です。赤

川勲さんについては、近いうちに詳し

くご紹介いたします。

， 

• 

「
税
に
関
す
る
作
文
」
で

北
海
道
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
受
賞

今
金
中
学
校
の
斉
藤
慎
太
郎
く
ん

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
租
税
教
育
推
進
活
動
の
一
環
と
し
て
全

国
の
中
学
生
か
ら
「
税
に
関
す
る
作
文
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

八
雲
税
務
署
管
内
か
ら
は
、

6
校
1
4
1
編
の
応
募
が
あ
り
、
今
金
中
学
校
か

ら
昨
年
よ
り
目
編
多
い
引
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
今
金
中
学
校
3
年
の
脅
藤
慎
太
郎
く
ん
の
作
文
が
、
北
海
道
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
に
選
ば
れ
什
月
刊
目
、
同
校
校
長
室
に
お
い
て
今
金

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
田
中
繁
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

「
税
と
歩
む
べ
き
場
所
」

今
金
町
立
今
金
中
学
校

3
年

斉

藤

慎

太

郎

5
年
前
、
消
費
税
が

3
%
か
ら

5
%
に
上
が
っ
た
時
、
僕
は
た
だ

自
分
を
煩
わ
す
も
の
だ
と
し
て
、

は
っ
き
り
と
(
嫌
だ
)
そ
う
思

っ

て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
最
近
に
な
っ
て
思
う

と
、
消
費
税
が
引
き
上
が
る
以
前

に
僕
は
税
金
に
感
謝
す
べ
き
場
面

に
遭
遇
し
、
今
思
う
と
何
か
考
え

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

9
年
前
に
、
僕
達
が
住
ん
で
い

る
北
海
道
の
渡
島
半
島
、
そ
の
西

側
の
奥
尻
島
周
辺
を
震
源
地
と
す

る
南
西
沖
地
震
が
発
生
し
た
時
の

事
で
す
。

近
く
の
海
付
近
の
町
は
、
大
き

な
地
震
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
大

波
、
津
波
が
多
大
な
被
害
を
残
し

て
い
き
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者

を
出
し
、
町
の
活
気
も
失
わ
れ
、

幼
か
っ
た
僕
は
ふ
と
思

っ
た
の
を

か
す
か
に
覚
え
て
い
ま
す
。

「と
の

人
達
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
ん
だ

ろ
う
っ
」
と
い
う
事
で
し
た
。
こ

の
時
に
税
金
は
犠
牲
者
の
手
助
け

を
し
て
、
自
然
や
町
を
直
し
、
整

え
る
と
い

っ
た
働
き
や
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
の
で
す
。
サ
ポ
ー
ト

さ
れ
た
人
達
も
経
済
的
な
問
題
以

外
に
も
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
優
し

さ
か
ら
精
神
的
に
余
裕
も
出
た
は

ず
、
そ
う
考
え
る
と
幸
せ
を
感
じ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
大
災
害
は
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
、
税
金
の
存
在
は
そ
の
犠
牲
と

な
っ
た
人
、
文
は
今
後
な
り
う
る

か
も
し
れ
な
い
僕
達
の
大
切
な
道

と
な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す。
僕
が
(
そ
の
時
も
き

っ
か
け
は

消
費
税
だ

っ
た
)
と
い
う
の
が
、

部
活
帰
り
の
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
物

を
し
て
、
お
金
を
払
う
と
消
費
税

で
お
つ
り
が
こ
ま
か
く
な
り
ま
し

た
。
ふ
と
目
に
つ
い
た
の
が

「緑

の
募
金
」
を
呼
び
か
け
る
募
金
箱

で
し
た
。
手
の
中
に
は
凶
円
玉
以

下
で
数
枚
だ

っ
た
の
で

「こ
れ
位

な
ら
。
」
と
い
う
気
持
で
、
お
つ
り

を
投
入
口
へ
入
れ
た
時
、

「あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
い
う
居
員

さ
ん
の
一
言
に
、
こ
ち
ら
側
か
ら

公開授業でもちつき
八束小学校で、町教研・複式合同研究大会

司.' 

Cむ

今金町 立小・中学校の教員で組織する今金町教育研究会・今金

町へき地・複式教育研究連盟の合同研究集会が11月7目、八束小

学校を会場に開催され教職員70人が出席しました。

研究会では、年間を通じ地域の住民や祖父母から作り方を学ん

だり、じゃがいも・もち米・大豆作り等地域に根ざした体験学習に

取り組む、八束小学校の「餅っき集会」が授業公開されました。も

ちつきに使われたもち米も体験学習を通じ収穫されたものです。

午後から行われた事後研究会では、同校の研究について田口教

諭から説明があり、引き続き、函館市立あさひ小学校

の小岩長智子校長を講師に招いての講演が行われま

した。

同会は、今金町の教育研究活動の充実と交流を図

り、学校教育の発展に寄与することを目的として取り

組んでいます。

も
感
謝
の

一
声、

「あ
り
が
と
う
」

に
対
す
る
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」

を
言
い
た
い
嬉
し
さ
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
嬉
し
さ
を
肌
で
感
じ
、

そ
の
後
も
時
々
お
つ
り
を
募
金
し

て
い
く
内
に
、
以
前
よ
り

「募
金
」

へ
の
、
そ
し
て
「
地
球
」

へ
の
関

心
、
思
い
や
り
が
高
く
な

っ
て
い

き
、
多
く
の
充
実
感
に
浸
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
幸
福
も
き
っ
か
け
は
消
費

税
で
す
。
全
て
に
お
い
て

「壊
す
」

こ
の
事
は
、
造
作
も
な
く
簡
単
な

事
だ
と
思
う
、
そ
し
て
「
作
り
直

す
」
こ
の
事
は
、
大
切
で
優
し
い

事
だ
け
ど
、
と
て
も
困
難
な
事
、

そ
の
事
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た

税
金
は
、
自
然
に
対
し
て
人
間
が

し
て
き
た
事
へ
の
償
い
の
前
進
な

ん
だ
と
現
代
の
人
に
理
解
し
て
ほ

祖父母から技術や知恵を
学び一緒に体験学習に取

り組む児童たち。

し
い
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
今
、
私
欲
に
よ
る
犯
罪
係

「脱
税
」
と
い
う
も
の
を
、
世
間
の
。
口

皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
す
一

か
?
確
か
に
納
税
の
義
務
は
苦
痛
暗

W

を
伴
う
も
の
で
す
。

て

惜

し
か
し
、
そ
の
苦
労
も
世
界
の
し
課

集

務

為
、
即
ち
、
子
孫
ら
が
担
う
次
世

一募

総

代
へ
の
道
標
と
な
る
為
だ
と
も
言

一を

パ

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢

一回
一
雪
国

2
-

化
社
会
の
中
で
、
成
人

一
人

一
人

る

μ

の
優
し
さ
、
思
い
や
り
が
よ
り
重
廿
動

要
視
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
子

供

の

跡

同

人
間
形
成
を
手
伝
い
、
優
し
さ
の
民
間

象
徴
と
も
言
え
る
税
金
。
僕

ら

は

ぱ

種

ろ

各

こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
、
未
来
ひ
力

の
力
と
な
る
為
に
、
自
覚
し
て
成
均
間

町
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4
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て
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5回券

シ)，'ン券

ナイター
シrン券

11回券

1日券

ナイト券

一度、年金を受ける手続きをしてしまえ d豆、
ぱ、ずっともらえるものなのですか。 品民反主j

引き続き年金を受けるための現況扇の提 p、
出が必要です ~;ν!

年金を受けるには、裁定吉古求の手続きをして 、議:g

受給資格がある ことを確認しても らうわけですが、それ

を済ませ、附れて年金を受給するようになった後でも、

現況周といって定期的に届出をしなければなりません。

現況届けは受給者が引き続き年金を受ける権利があるか

どうかを確認するための届出です.これを提出しない

と、年金の支払いが一時ストップされてしまいますの

で、必ず提出してください。

現況届は毎年 1回、受給者の誕生月に提出することに

なっています。届出用紙(ハガキ)はその月の初めに社

会保険庁から送付されますので、必要事項を記入のう

え、月末までに必ず提出 してください。

この他、引っ越しされたときや氏名が変わったときな

ど、その都度提出が必要となりますので、お忘れのない

ようお願いします。

《町民日早年金係》

年金質問コーナー-IBØ亙翠~翠亙翠E|臓を徒募集案内 I
高校や大学、短大、専門学校などへ進学するための

諸費用や、在学中の授業料・下宿代、パソコン購入

費など、お子弟の教育に必要な資金を融資する公的

制度として、「国の教育ローン」がお役に立ちます。

募集人員

• • 

要概の

※問い合わせ先

国民生活金融公庫函館支庖

mJl38-23-8291 

資融-" 
ιー

格

受 付期閤

試験期 日

資

こ
れ
か
ら
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

ム
飲
九
尼
ら

罵
る
な
1
・

人
人
ハ

大
小
川

ナイト共通
ン-)，'ン券

[『官邸号』隼来年問的.

「¥
町

~いよいよスキーシーズンの到来~

町営スキー場オープシ
町営スキー場は スキーの上飯者から初心者ま

で業しめる3コースが整備されており 2人乗りの
リフトや休弧施設も完備されています.
スキーヤ一、スノーボーダーなど幅広く多くの
み々 に到底しんでいただけると思います.
・オプン/12月21日(土)午前10時~※傾雪の
状況により l オープン日願鍾あり.
・リフト料金/1回券{大人120門中学生以下70円)
l日券{大人1.800門中学生以下l.000円れこの他
にl 回数券(11回〉、時間券(30，)I::1l、 yーズン券も
ごJII宜しています.※オープン日は無料 l

・1易P!i/八君'fイ1'1:1(1日スキ 場:tIrn聖隣接地)
.問い合わせ先/八~町総合体育館

'11'OI:l7s-2-21'[1 

ヨ吾.，.，.. 八

~ 
話題のフラクオリゴ糖 ービタミン

A ビタミンc.カリウムなどを監
官に含んでいて、しかも食物繊維

たっぷりの低カロリ一。整腸 ・便秘

改善・梢尿病の方の健康をパックアッ

プします。

.規格/4kg詰め S. M. L 

.価格/M(道内)2. '100円(運賃込み)

.問い合わせ先/新函館股協若松支
応 nOI378-5-1331

北槍山町

~健康野菜fヤーコン』

により栽培)で股造した瀬棚町特産純米酒
「時干物語」が発売開始されます.今回はj明
InJ限定の生生パ ジョン(非加熱処理}と
なっておりますので、皆さんぜひご賞味く
ださい.どちらも町内の缶酒販庄で購入す
ることができます.また 地方尭送も承り
ますので、お土産やご贈答にもぜひご利問
願います.
.販売価格/1.8'~ ii:入 2， 500円 720l

，! '~ X 
入・1.350円
.問い合わせ先/瀬棚町酒販庖組合"1'務
向尚工会)1r01378-7-3435 

司副• 

12月28日から31日
1月 2日から 5日まで

※ 1月 1日は運休

No. S6 過 コ リドー版 j最初卜山 積報

湾要ヰ朋宙T芽差

(瀬棚町役場)

医E図 (瀬棚町役場)
南署、 14:50

寵押す
9'i茎ヨ(町民tンヲ)
斡 15:10

ElIl盟(札幌即ーミナM
輸 社 00予定

-運行日

ヰし時現多き
(センh~-D{f~折ル 1 階)

官

圏
邸
匝
邸
回
融

712円

陸約 250名
海約 60名
空約 50名

中卒(見込含)
1 7歳未満の男子

平成14年11月5日 ~

平成15年 1月7日

l次 平 成15年 1月11EI 
2次 平 成15年 1月24日

~27 日

l次平成15年 1月20日
合格発表

最終平成15年 2月18日

※詳しい説明及び志願舎の取り寄せ等
は、今金町役場総務課文は今金自衛隊募
集事務所でご連絡ください。
《連絡先》

今金町役場総務課
('fflH378-2 -Olll) 
自衛隊募集事務所
('ffl)1378-2 -0528) 

637円震
る
な
ら

糖類製造業

753円業鋼

}、。k

大成町
周民宿舎『あわび山荘』

熊 石町
苧皇室に高級スッポシW.J火

噛w
g

町
一品帖一

部

川
畑

万

円
一概

長

め
伽

ロ
Z

~
ど

【予約、問い合わせ先】

.札幌北都観光'5'01ト241-0241

.運行パス会社 銀嶺パス(附

レ
Cむ

708円

貝取il出渓谷の雄大な自然に抱かれてい
る「あわび山荘J.
心と身体を癒す温泉と地元町旬の器材

をいかした郷土料理でゆったりとリラッ
クスできるひとときをお約束します。
.場所/大成町字貝取社m
.宿泊料(1泊2食付税込)/大人7，100円・
小学生6，0(;0円・幼児(寝具のご利用のみ
) l.<lGO円
来あわぴ鍋などの特別料理もあります.
.問い合わせ先/国民宿舎あわび山荘

骨 01308-4-5522

熊石の味として、札幌市の料亭な

どに出荷しているスッポンを手軽に

味わっていただけるよう、あっさり

醤油味スープとスッポンを缶詰にし

た「くまほ.ん」を販売しています。同

lJ1の水と季節の野菜を加えて煮込め

ば、ご家庭でスッポン鍋がお楽しみ

いただけます。(1缶2.000円)

.問い合わせ先/ひらたない荘

包 01398-2-3330

電気機械器具製造業

情報通信機械器具製造業

電子部品・デバイ

船舶製造 ・修理業

船体ブロ ック製造業
2003年夢を咲かせて長万部と題して、

元亘に 108発の花火を打ち上げます.

今年で10周年を迎えた、4の花火を
ご覧ください。

.日時/1月1日(水)午前O時

.会場/飯生神社広場

※振る舞い酒のサービス、年越しそ

ばの屋台もあります

.問い合わせ先/問実行委員会
nOI377-2-2157 

¥ 「

札幌の発着場所が、札幌ターミナルビルか

ら駅西側のセンチュリーロイヤルホテルに

変更となりました。

E 西
5
条
通
り

一二

せたな号乗り場.

tンhリ日イヤJ坤テル

715円
※日額は廃止され、

りま した。

時間額のみとな

一v

飲
む
な
1
・

楽
し
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

Cむ



(ぜ
)

⑩
⑮
 

⑧
 

ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

北
槍
山
相
談
室
へ
の
派
遣
日
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
口
月
日
白
川
州

午
前
9
時

1
午
後
5
時

v
u月
間
白
川

午
前

9
時

1
午
後
5
時

V
ロ
月
M
M

日
同

午
後
2
時

1
午
後
5
時

V
ロ
月
お
日
同

' 

ロ
月
は
町
税
と
道
税
の
納

税
推
進
強
調
月
間
で
す

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
あ
な
た
の
納
税
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

町
と
道
で
は
、
ロ
月
を
「
納
税
推

進
強
調
月
間
」
と
し
て
、
各
職
員
が

徴
収
の
た
め
戸
別
に
訪
問
す
る
な

ど
、
滞
納
整
理
を
実
施
し
ま
す
。

い
ま
一
度
、
お
手
元
の
納
税
通

知
書
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
納

期
を
過
ぎ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
至
急
納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
納
税
が
出
来
な
い
方
や
遅
れ

て
い
る
方
は
、
必
ず
納
税
方
法
な

ど
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
税
や
道
税
は
、
私
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
域
・
社
会
づ
く
り
の

大
切
な
財
源
で
す
。
み
な
さ
ん
、
納

税
を
済
ま
せ
さ
わ
や
か
な
新
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。

町
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

役
場
税
務
線
収
納
係
へ
、
道
税
に

つ
い
て
は
、
槍
山
支
庁
総
務
部
税

務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

(
恰
山
支
庁

間u
o
i
3
9
5
1

2
1
0
1
0

内
線

2
3
6
1

.2
3
6
2
)
 

午
前

9
時

1
午
後

5
時

V
は
月
初
日
附

午
前
9
時

1
正
午
は
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

官

0
1
3
7
8
1
4
1
5
7
2
4

[ハ
ロ

l
ワ
l
ク
函
館
]

E
o
i
3
8
1
2
6
1
0
7
3
5
 

【ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲
]

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・建
物
)
の
売

買
・
贈
与
・相
続

V
抵
当
権
の
設
定
・
抹
消

V
会
社
・法
人
の
登
記
な
ど
、
登

記
に
関
す
る
相
談

。
相
談
担
当
者

司
法
書
士
太
刀
川
徳
美

。
開
設
日
時
及
び
場
所

V
は
月
げ
日
附

午
後
l
時
か
ら
午
後
3
時

役
場
l
階
町
民
相
談
室

。
主
催
函
館
地
方
法
務
局

8
0
1
3
8
i
2
3
1
7
5
1
1
 

• 

• 

• 

北
方
領
土
に
関
す
る

「川

柳
」
募
集

道
立
北
方
四
島
交
流
セ
ン
タ
ー

(
愛
称
/

ニ
・
ホ
・
ロ
)
で
は
、
開
館

3
周
年
を
記
念
し
て
北
方
領
土
を

テ
1
マ
と
す
る
川
柳
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
入
選
句
に
は
貨
を
贈
り

ま
す
。

-
応
募
方
法
/
一

人
は
が
き

1
枚

に
3
句
ま
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
、

性
別
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
の
こ

と
。

-
締
切
/
平
成

M
年
は
月
別
日

(
消
印
有
効
)

-
応
募
先
/
干
0
8
7
i
0
0
3

7

線
室
市
穂
香

1
1
0

9

ニ
・
ホ
・
ロ

「川
柳
」
係

/ 
/'~ 

独
立
開
業
を
お
考
え
の
方
、
経

一

営
革
新
を
進
め
ら
れ
る
中
小
企
業

の
方
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
一

て
、
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
-

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

楠
山
地
域
中
小
企
業
支
援
セ

ン
タ
ー

「定
期
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ

。
北
槍
山
会
場

開
設
日
及
び
受
付
時
間

V
ロ
月
印
日
/
午
後
l
時

1

午
後
3
時

V
1
月
同
日
/
午
後
1
時

t，

午
後
3
時

V
2
月
初
日
/
午
後
l
時

1

午
後

3
時

。
場
所
/
温
泉
ホ
テ
ル
き
た
ひ
や

まお
申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は
、

槍
山
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ

ー
(
江
差
商
工
会
内
)
8
0
1
3
9

5
1
2
1
0
5
3
l
(担
当
/
津

村
)
、
文
は
お
近
く
の
商
工
会
ま
で

次感染も報告されています。

食中毒の予防lelJつけ怠い(清潔)、ふやさない

(迅速又16冷却)、やつつけろ(加熱と殺菌)Jの三

原則を守ることが大切です。

食中毒を予防し、冬を快適仁過ごしましょう。
-"玉三宅「

~ 
自
動
車
領
害
賠
償
責
任
保
険

任
意
自
動
車
保
険
の
相
談

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
自

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
並
び
に

任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て

一
切
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
次
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〆。

製造事業所の皆様へ
統計調査に御協力ください

平成14年工業統計調査を12月31日現在で行います。

調査の実施に当たっては、本年12月から来年 1月に

かけて調査員がお伺いします。 なお、調査票に記入

していただいた内容については、統計 法に基づき秘密

が厳守されますので、正確な御記入をお願いします。

咽. • 
合金地方食品衛生協会

北海道八雲保健所合金支所

食中毒は冬でも発生しています。

特|こ小型球形ウイルス(SR S V)巴よる食中

毒は冬lこ多数発生しており、前の冬16、年が明け

平成14年lこなってからでも13件、患者数で417人

の発生が確認されています(平成14年 9月末現

在)。このウイルスは強い感染力を持つことが知

られており、これ巴汚染されだ飲食物(特巳生力

キなど)を食べることlこよって吐き気、0副士、腹

痛、下痢などの症状が引き起こされます。まだ、

感染者やその吐物、糞便芯どとの接触巳よる二

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税

が
際
せ
ら
れ
ま
す
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、
税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、
財
産
の
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

《経済産業省、北海道、今金町》

CID 

(社)日本損害保隙協会北海道支部
http://www.sonpo.or.jp 

-z司直・・・o斗 =1・m.=f=・・図・
E捜野欄事録懇醐糟醜糊幽槻輔梯緬僻棚帽幽・・

払 幌自動車保障
調"掴麟センター
'門の網叡員がと相酸 ζ応じます.

摘書保娘一鎗のと得E慢も受付します.

p日間臣北粧 1-2三 間蹴札舵Jレ瑠

同盟坦やタ使用}

社会福祉協議会だより 1114・M・1l E 厚I
※光の竪学属、~寿圏、社会福祉協議会への多額のご寄付、 ご
意ありがとう こeざいました。(敬称略)

《千華県》 五可 屋 間J 干 大 倉 行 制t
'呂 本 和 IIIJ NYDI今金バレーサタル 中 キf 恭 子

《札幌市》 今金老人クラブ 一l百nγ1 t~ 政 子

池 印 克 彦 今金赤+字奉仕団 キf 市i 春 雄

ヰL 帆 今 金 会 今金町バドミントン連盟 今金ボランティア友の会
《八雲町》 狩場 芸術愛 好会 「 すずらん 」

成 凹 芳 見 かざぐるまの会 1m 藤 明

《江差町》 下川部 ヲー Jレ 小野 ι5 弘 吉

1旧 日長 秀 治 井 村 郎 長 谷 川 キヨシ

《瀬棚町》 今金陶芸同好会 千 E主 洋 品 脂

工 R主 由 呑 ワークショ ップ今金 金 E事 民 男

《今金町》
ピュア サークル

ω一民一一
E

@
 

の納期となっています。

cm 

役場税務課では、納税相談に応

じています。期限までに納めら

れないときなどはお気軽にご

相談ください。

園
※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

圃
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
鮫
く
だ
さ
い
.

園
八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

-
R
0
1
3
7
6
3
2
1
4
8
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教

育

泊

労

表

彰

本
町
の
教
育
、
体
育
、
文
化
に

振
興
の
あ
っ
た
次
の
4
個
人
l
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

-
螺
良
道
子
さ
ん

昭
和
似
年
か
ら
今
金
町
体
育
指

導
委
員
会
委
員
並
び
に
平
成
8
年

か
ら
問
委
員
会
副
委
員
長
等
を
歴

任
し
、
豊
富
な
経
験
と
識
見
で
社

会
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

-
橘
晴
美
さ
ん

昭
和

ω年
か
ら
今
金
町
体
育
指

導
委
員
会
委
員
の
要
職
を
歴
任
し
、

堂
富
な
経
験
と
識
見
で
社
会
体

育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

-
鹿
田
順
一
さ
ん

平
成
2
年
か
ら
今
金
町
ス
ポ
ー

ツ
指
導
委
員
会
委
員
を
歴
任
し
、

豊
富
な
経
験
と
識
見
で
社
会
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

-
仁
木
明
さ
ん

昭
和

ω年
か
ら
今
金
町
ス
ポ
l

ツ
指
導
委
員
会
委
員
並
び
に
平
成

4
年
か
ら
今
金
町
体
育
指
導
委
員

会
委
員
等
を
歴
任
し
、
豊
富
な
経

験
と
識
見
で
社
会
体
育
・
生
涯
学

習
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

-
今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

昭
和
初
年
設
立
以
来
青
少
年
の

心
身
を
鍛
練
や
少
年
団
の
指
導
を

通
し
子
供
述
の
健
全
育
成
の
推
進

に
努
め
ら
れ
、
様
々
な
事
業
を
実

施
し
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

• • 

《
文
化
功
労
賞
》

-
山
北
幸
好
さ
ん

(
い
ま
か
ね
陶
芸
同
好
会
)

平
成
元
年
、
新
た
な
る
今
金
町

の
文
化
活
動
と
陶
芸
技
術
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

『
い

ま
か
ね
陶
芸
同
好
会
』
を
設
立
。

以
来
、

絵
画

・
陶
芸
合
同
作
品
展

実
施
に
尽
力
す
る
他、

今
金
町
文

化
少
年
団
発
足
に
伴
い
、
陶
芸
少

年
団
を
開
設
し
育
成
指
導
に
当
た

る
な
ど
本
町
の
文
化
団
体
の
普
及
、

会
員
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

《
文
化
振
興
賞
》

-
宮
下
美
千
子
さ
ん

〔
今
金
民
謡
研
友
会
)

昭
和
将
年
、
今
金
民
謡
会
に
入

会
。
昭
和

ω年
か
ら
今
金
民
謡
研

友
会
と
し
て
発
足
以
来
、
副
会
長

を
務
め
ら
れ
積
極
的
に
会
員
の
指

導
に
取
り
組
む
他
、
北
海
道
民
揺

連
盟
公
認
唄

3
段、

三
味
線

2
段

を
取
得
す
る
な
ど
民
謡
文
化
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

-
加
醸
宏
信
さ
ん

(
狩
場
太
鼓
保
存
会
)

昭
和
判
年
設
立
以
来
、
道
内
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
や
東
京
、
大
阪
な

ど
全
国
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
演
奏
会

に
参
加
し
、
平
成

9
年
川
月
に
は

ス
ペ
イ
ン
海
外
公
演
を
実
現
す
る

な
ど
創
設
メ
ン
バ
ー
と
し
て
部
員

の
育
成
、
指
導
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
現
在
も
打
ち
手
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

-
荒
川
進
さ
ん

(
日
本
盆
栽
協
会
今
金
支
部
)

(
社
)
日
本
命
栽
協
会
今
金
支
部

結
成
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
3
年
に

支
部
認
調
を
受
け
る
。
ま
た
、
北

海
道
盆
栽
会
盆
栽
展
や
(
社
)
日

本
食
栽
協
会
北
海
道
支
部
連
合
会

盆
栽
展
に
出
品
す
る
な
ど
会
員
や

自
己
の
技
術
向
上
に
努
め
、
所
属

団
体
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

-
カ
ナ
リ
ヤ
会

(
代
表
村
本
照
光
さ
ん
}

昭
和
問
年

4
月
に
結
成
以
来
、

町
内
の
各
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
す
る
他、

北
部
袷
山

4
町
の

老
人
福
祉
施
設
の
慰
問
を
続
け
て

お
り
、
隔
年
毎
に
行
わ
れ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
シ
ョ
ー
で
は
入
場
料
の

秋の収機後、児童が書いた手紙を添えて袋詰めし

た男爵いもを運転者に配り、 安全運転を呼びかけて

います。

また、神丘にある愛指令ランドのデントコーンを

愛指令の方々と一緒に収穫し、鶴居村の丹頂鶴のた

めに脱穀し、えさとして送っています。

自分たちの住んでいる地域の歴史や文イむを知り、

たくさんの方々とふれあい、生きる力をはぐくむこ

とに力を入れています。

.神E繁明太鼓
平成3年神丘地区の開基百年を讃え、郷土文化を

はぐくもうと神丘繁明太鼓保存会が誕生しました。

同時に 「子ども太鼓」がつくられ、現在4年生以上

がけいこに励んでいます。

活動としては、運動会、 祖父母参観目、 神丘地区

夏祭り、愛指令コンサー ト、光の里学園祭、学習発

表会などで演奏しています。

年々児童数が減少していますが、現在は6名で粉

一杯活動しています。

@ 

.学校
神丘地区は、明治24年入植で、当所「イマヌエ

ル」と称していましたが、昭和 B年に 「神丘」と改

称しました。明治31年6月8日、児童数40名で今金

町最初の学校として、第 l利別簡易教育所をイマヌ

エル西10号基線に開設しました。

現在の校舎は昭和'14年に建てられ、児童数が150

名のときもありました。また、平成10年には開校百

周年を迎え現在に至っています。

周囲には自然が広がり、東屋、観察の森、なかよ

し池など潤い

のある環境の

中で、現在11

名の児童が元

気に活動して

います。

.t也蛾素材を生かした学習
神丘の地域には学習に生かせる素材が宝庫にあ り

ます。以前からも取り組んでいましたがJ総合的な

学習の時間」に位置付けて、 「じゃがいも栽培Jや

「愛指令デントコーンの収穫Jなどを行っています。

「じゃがいも栽培Jでは町特産の男爵いもを学校闘

に植え、観察しながら全員で育てています。

一
部
を
寄
付
す
る
な
ど
所
属
団
体
・

の
発
展
や
社
会
奉
仕
に
多
大
な
貢

H

H

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

.

《

文

化

賞

》

…

・

杉

本

あ

い

さ

ん

日

日

-

(

利

別

俳

句

会

)

…

昭
和
尚
年
1
丹
、
利
別
俳
句
会

日

創
立
と
同
時
に
入
会
。
ま
た
、
同

日

日

年
川
月
、

ア
カ
シ
ヤ
例
句
会
(
札

日

幌
市
)
に
入
会
。
以
来
、
俳
句
へ

H

H

の
取
り
組
み
を
努
力
さ
れ
、
短
歌

日

し

来

い

迎

ツ

焼

そ

o

イ
と
て
生

、
リ
の
、

“

も
同
時
に
勉
強
さ
れ
る
な
ど
会
員

日

ま
に
を

¥
歓
ジ

き

、
た
テ
の
と
学
室
ピ
町
ト

日

り
こ
と

一
の
マ
す
ベ
酒
し
一
園

。
中
教
酬
問
、
一

・

と
し
て
も
指
導
的
地
位
に
あ
り
、

日

。
な
こ
こ
と
私
の
、
一

、
ま
パ
稚
ち
、
話

。
祭
サ

日

平
成
凶
年
度
全
道
シ
ル
バ
ー
作
品

川

は
と
!
た
る

、
人
身
パ
ル
り
や
幼
た
生
会
一
化
ン

日

展
特
別
貨
を
受
賞
す
る
な
ど
同
世

日

ち
か
し
つ
み
族
友
刺
、
一
あ
食
や
も
学
英
バ
文
コ

日

に
ず
と
あ
て
家
、

や
ン
ビ
も
夕
所
ど
小
の
ン

代
に
大
き
な
励
み
を
与
え
た
功
績

日

ん
わ
ご
に
し
た
雪
司
カ
の
酒
の
育
子
る
り
メ
祭
会

日

は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

日

こ
り
の
で
出
れ
な
寿
ス
本
シ
で
保
い
あ
入
の
育
茶

日

日

、
残
矢
ま
い
く
白
て
ギ
日
ム
ン

。
い
の
に
ス
体
お
H

M

ん
も
陰
今
思
て

っ
し
ン
。
マ
ラ
題
わ
み
気
ニ

。
。

山

恥

さ
年
光
ら
ろ
し
哀
そ
ジ
一
う
ト
放
か
し
お
テ
泉
り

引

日

な
今
。
か
い
待
、
。
、
ユ
そ
ス
み
も
親
の
ニ
温
祭

日

日

み
た
て
ろ
招
会
ク
き
キ
う
レ
飲
て
も
私
ミ
カ
お
H

・・・・・・・・
・
・・・・・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・
・・・・・・・・・
・
・・・・・・・

紹介
神E小学枝

学校
今金町立

• 1. w?

?

 

ビ
-一

-e

コ
近所の人たちとのホームパー
ティ。ちょっと変わった日本の
テレビ番組。黒沢さんのパン。
パーンサイド高校の訪問、カラ
オケ(ひどく聞き苦しくて済み
ません)。私の「セカンドワイ
フ」として申し出のあった50人
の美しい女性たち(残念ながら
その誰一人として私の家まで来
られませんでしたが)。登山、
カヌーでの沢下り、 湖畔や海岸、
森でのキャンプ。私の妻や娘、
ニュージーランドの友人を今金
IIITの友人に紹介したこと。ス
ノーボード、クロスカントリー
スキー、朝のウォーキング。今
金での 2年目の年をとても楽し
みにしています l

|子育てホットラインは、行です。(不在の時や夜間は留守番電話になります.

一丘

一小

館
一
神

一川

育
一
・

一種

体
一小
式
一
・

合
一河
業
一小

E

総
一利
終
一石

二
ツ
~
一美

一花

υ
一
一
O
-

h
-

υ
二

O
一

/

一

・
一ポ

一中
原
一小

9
一ス
問
一今
金
一今

川
叫

ι
川
川

一川刑判

ι
剖
刊

日

一回

一日

一日

8

一9

一お

一日出

cm 
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安
心
し

い
つ
ま

家
で
く
ら

花
石
に
お
住
ま
い
の
島
津
富
美
男
さ

ん
(
万
歳
)
さ
く
え
さ
ん
(
刊
歳
)
夫
婦
の

生
活
を
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。
富
美
男
さ

ん
は
初
年
程
前
に
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病
と

診
断
さ
れ
て
か
ら
、
徐
々
に
身
体
の
筋
力

が
お
と
ろ
え
て
き
て
い
ま
し
た
。
昨
年
8

月
に
腸
閉
塞
で
入
院
し
1
ヶ
月
程
ベ
ッ

ト
上
の
安
静
を
保
っ
て
い
た
た
め
に
下

肢
の
筋
力
が
ぐ
っ
と
お
と
ろ
え
て
し
ま

い
、
退
院
し
て
か
ら
も
自
立
が
困
難
な
生

活
で
し
た
。
そ
こ
で
富
美
男
さ
ん
の
退
院

を
知
り
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
訪

問
し
、
富
美
男
さ
ん
が
今
生
活
で
困
っ
て

い
る
こ
と
・
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て

『
増
え
る
乳
が
ん
。

や
が
て
・
・
・
』

乳
が
ん
は
最
近
日
年
で
急

激
に
増
え
て
き
て
お
り
、
近

い
将
来
女
性
の
が
ん
死
亡
の

一
位
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
因
と
し
て
、
欧
米

型
の
食
生
活
と
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
関
係
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
と
い
う

女
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
乳
が
ん

の
発
症
に
影
響
が
あ
り
ま
す

が
そ
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
、

脂
肪
に
よ
り
多
く
つ
く
ら
れ

ま
す
。
欧
米
型
の
高
蛋
白
・高

脂
肪
食
で
は
体
内
に
脂
肪
を

た
め
や
す
く
、
現
在
の
食
生

活
も
こ
の
よ
う
な
た
め
乳
が

ん
が
増
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

『
減
る
子
宮
が
ん
。

し
か
し
・
・
・
』

子
宮
が
ん
に
は
入
口
に
で

き
る
頚
が
ん
と
中
に
で
き
る

体
が
ん
が
あ
り
、
今
ま
で
女

性
が
か
か
り
ゃ
す
い
が
ん
で

あ
っ
た
子
宮
頚
が
ん
は
、
検

診
で
早
期
発
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
死
亡
率
は
減
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
閉
経
後
の
女

性
が
な
り
や
す
い
子
宮
体
が

ん
は
、
乳
が
ん
と
同
じ
く
食

生
活
の
欧
米
化
に
よ
り
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
初
歳

代
よ
り
か
か
り
ゃ
す
い
子
宮

頚
が
ん
の
原
因
は
、
性
交
渉 でて

も話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、
介
護
保
険
の
認
定

申
請
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
し
て
か
ら
1
ヶ
月
後
要
介
護
1

と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
富
美
男
さ
ん
が
生

活
で
図
っ
て
い
た
こ
と
は
、
下
肢
筋
力
が

お
と
ろ
え
い
る
た
め
家
の
中
で
の
移
動

が
困
難
で
、
特
に
玄
関
の
段
差
の
乗
り
越

え
が
大
変
で
何
度
か
転
倒
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
立
ち
上
が
り
、
入
浴

も
さ
く
え
さ
ん
の
介
助
が
な
け
れ
ば
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。
妻
の
さ
く
え
さ
ん

は
腰
痛
持
ち
で
介
護
の
負
担
が
大
き

か
っ
た
た
め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
住

宅
改
修
を
利
用
し
住
宅
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-

玄

関

マ

転
倒
が
多
か
っ
た
た
め

上
が
り
か
ま
ち
用
手
す
り
を
設
置
し

ま
し
た
。

-
V
改
修
後

1
玄
関
で
の
転
倒
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

島津富美男さん・さくえさん

女性の美しdli胸中か伊九・お2r~
保健福祖諦健康づくり係

時
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す。『
早
期
発
見
の

決
め
手
は
検
診
』

乳
が
ん
も
子
宮
が
ん
も
始

め
の
頃
は
無
症
状
の
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
早

期
発
見
・
治
療
に
よ
り
早
期

が
ん
で
あ
れ
ば

ω
%以
上
が

治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
ト
イ
レ
マ

立
ち
上
が
り
が
困
難

だ
っ
た
た
め
、
ト
イ
レ
内
に
手
す
り
を

1
本
設
置
し
ま
し
た
。

4
改
修
後

i
自
立
し
て
ト
イ
レ
か
ら

の
立
ち
上
が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

-
浴
室
マ
浴
槽
か
ら
の
立
ち
上
が

り
、
浴
室
内
で
の
移
動
が
困
難
だ
っ
た

た
め
、
浴
室
の
出
入
り
口
と
浴
槽
の
横

に
手
す
り
を
1
本
づ
っ
設
出
し
ま
し

た。

-
V
改
修
後

1
自
立
し
て
入
浴
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

富
美
男
さ
ん
は
改
修
後
、
行
動
範
囲
も

広
が
り
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
心
し

て
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
妻
の
さ

く
え
さ
ん
も
富
美
男
さ
ん
の
介
護
負
担
・

心
配
が
減

っ
た
の
で
住
宅
改
修
し
て
良

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

「今
後
も
夫
婦

仲
良
く
長
く
暮
ら
し
て
い
き
た
い
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
現
在
富
美
男
さ
ん
は
散

歩
を
毎
日
続
け
て
い
ま
す
、
そ
の
お
か
げ

で
下
肢
の
筋
力
も
回
復
し
、
パ

l
キ
ン
ソ

ン
病
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
利
用
し
て
い

な
か
っ
た
2
階
も
利
用
し
た
い
と
希
望

が
あ
り
、
階
段
に
手
す
り
を
設
置
す
る
予

定
で
す
。

• 『
年
に
一
度
。

女
性
の
た
め
の

が
ん
検
診
』

今
金
町
で
は
平
成
同
年
1

月
M
日
倒
・お
凶
の
2
日
問
、

乳
が
ん
・子
宮
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。
乳
が
ん
は
触
診

の
み
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
も

撮
る
検
査
が
あ
り
、
子
宮
が

ん
検
診
は
細
胞
診
の
み
と
超

音
波
検
査
も
行
う
も
の
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検
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加
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真
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金
が
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す
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詳
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そ
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ぞ
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し
べ
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内
健
康
づ
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係
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ご
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だ
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発した参加者はコースの風景を眺めながらウォーキン

グを楽しんでいました。

また、あったからんど

到着後にはジンギスカ

ン・けんちん汁が振る舞

われ、参加者は栄養面で

の健康二ブくりも忘れずに

味わ-s'-1!いました。

秋のへルシーウォー

キンク守カ!jO月27日にlT

われ、 「あったからん

どjから 「インマヌエル

教会Jを折り返し地点

とする一周 8キロメー

みんなでj干をかいて健康づくり!
棋のへルシーウォーキング

司.

手五孟正」霊
園簡弱音画監，I;;i，mj官耳目

.対象じ〉対象者には 3月に日
程表にてご案内しています。
.月日[>12月11日(村・18日同

1月8日附・15日同
・時間じ>14:30-15:00
.場所じ〉今金町国保病院

.持ち物じ>母子健康手帳・予診 ・F
票。予診票は病院に備え付けて ー
あります。
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 官 2-2780 

トルのコースに小学生からお年寄りまでの様々な年齢

層の約30人が参加しました。

当日は、あいにくのくもり空で、やや肌寒い気温でし

た日の褒診断健康チェックを行った後朝 時 折

寮雇事区選直彦事喜

【眼科】
.対象じ>全住民
.月日[>1月B日同
.時間[>9 : 00-11 : 30 

【リウマチ科】
.対象じ〉八雲総合病院リウマ
チ科に通院されている方
@月日[>12月16日例)

1月20日間
.時間[>10:00-

【耳鼻科1
.対象じ〉全住民
.月日[>12月17日附
.時間仁>14:00-15:00

【各診療科共通]
@場所じ〉総合福祉施設内

保健センター
.内容仁〉八雲総合病院医師

診察(有料)

診察を受けるには?

8予約書込が必要とな品ます。
治療等は病院と同様とな

りますので健康保険証等が必
要となります。。70歳以上の方は老人医療受
給者証も必要となりますので
お忘れなく。合2-2780 

回富樫
【美利河地区】
.対象仁〉美利河地区住民
.日時じ>12月9日(11)・

1月17日(剣
14:00-16:00 

.場所仁>美利河生活館
【種川地区】
.対象じ〉種川地区住民
.日時じ>12月18日(村・

l月15日休)
13:30-15:30 

.場所[>種川iffit泉集会室
ド14:30-14:45までズンドコ
体操・ストレッチ体操を行って
います.
【あったからんど1
.対象じ〉全住民
.日時[>12月10日(刈・24日ω

1月14日(刈
13:30-15:30 

.場所bあったからんど
*14:30-14:45までズンドコ
体操・ストレッチ体操を行って
います.

・内容(各地区共通)
じ〉健康相談・血圧測定・

塁笠歪

平盟霊塑草
.対象[>全住民
.月日 [>12月16日(R)
@時閉じ>9 :30-11 :30 
.場所じ>総合福祉施設内保健

センター
.内容仁〉健康相談・血圧測定・

尿検査

ヲ車窓刃I"fI防沼 験官雪

.対象じ>今金町民で、 30歳以上
の女性の方

.月日[>1月24日凶-25日(卦
午前・午後

.場所[>としべつ保健セン
ター

.検診料金じ>1検診につき
国保700円・一般1200円

じ〉マンモグラフィー検査
国保700円・一般1200円

[>経ちつエコー検査
一律 500円

@ 
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【親から】

「しまじろう」のビデオが

大好きで、毎日家に居る時

は、一緒になって歌ったり

踊ったりと元気いっぱいで

す。初めは、ちょっと人見知

りもしますが、慣れると持

ち前の明るさでニコニコとl・
お友達とも遊んでいます。

お友達をたくさん作って 1・
思いやりのある催しい女の

子に育ってほしいです。

宜長m
z『

七山

村

干

P1

t45

、、、

1

2
レ

ま
ザ
末
日
川
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引
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【親から】

家では、歌ったり踊った

りポーズをとったりとみん

なを笑わせてくれる宏輔

は妹の千支が生まれ最近

ではすっかりお兄ちゃんぶ

りを発陣。でも、大好きな

「じっちゃん、』まっち ゃんj

にはベッタリの目えん坊

です。

このまま、やさしく元気

に育ってね l

こうすけ

伊藤 宏輔ちゃん

(平成12年12月3日生まれ)

大和町 伊藤宏典九、千寿さんの長男

き

寄与おをれじぷう示めごとう
かんた

杉本 幹太ちゃん 1 0月8日(保護者
はるか

伊藤 花香ち九 1 0月10日(保護者
はるか

上村 悠佳ちゃん 1 0月16日(保護者
もえ

佐々木萌愛ち九 10月17日(保護者

佐々木雄樹ちゃん 10月17日 (保護者
かずま

杉内 和謄ちゃん 10月18日(保護者
以お

山田 奈央ちゃん 10月21日(保護者
けんじ

木島 健児ちゃん 10月23日(保護者

阿部 情汰らやん 10月29日(保護者
まこと

上西 諒ちゃん I1月9日(保護者
りわうのすけ

鈴木龍/介ちゃん 11月 9日 (保護者
みちか

遠藤美千花らやん 1I月10日 (保護者
ゆい

垣本 結ちゃん II月14日(保護者

島 いつまで崎幸ぜ|之
10/20 河野 有人さん(大和町).村瀬 葉子さん(北槍山町)

10/26 竹内佳生さん(八鈴)・安達はるみさん(栄町)

11/6 花井 啓行さん(高美町).結城 幸さん(北檎山町)

11/ 6 小田島宏樹さん(金原宮前).河島 祐子さん(緑 町)

11/8 早坂 靖さん(緑町).金木麗子さん(寒昇)

争ぉ4やみ宅 5しあげます

加藤 五自rl"l" 10月22日 93歳(豊寿園)

黒 川 忠さん 10月22日 58歳(緑町)

黒宮オセイさん II月4日 91歳(白 石)

高橋コノヱさん 11月B日 98歳(豊寿園)

平尾 操さん II月 9日 82歳(大和町)

小田島秀雄九 11月18日 83歳(金原宮前)

飯 田 政 市さん I1月18日 79歳(末広 IIIT)
田中正直さん 11月19日 94歳(八幡町)

II月21日受 付分まで

慎也)末広 111]

元正)住 吉

忠)南町

和弘)緑 町

保人)東 IIIJ 

琢磨)本 町

哲也)曙 町

隆行)白 石

晴允)南 町

祐)美利河三股

康之)大和町

盛人)商工団地

猛)南町

口
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女
帯

人

世
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盟旦茎盟主
前月対比
( 1) 
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番
12月15日北槍山町国保病院(北柏山)'5'4-5321 

22日今金町国保病院(今金)包2-0221 
23日道南ロイヤル病院(北柏山)'5'4-5011 
29日楢附医院(瀬相nl包7-3021 
31日道南ロイヤル病院(北柏山)包4-5011 
※31日は正午まで

( 1月分については予定です)

1月1日岩間医院(今金)

2日瀬棚町国理医科診症所(瀬 棚)

3日北恰山町国保病院(北柏山)

※ 1日・ 2日・ 3日は正午まで

5日今金町国保病院(今金)'5'2 -0221 
12日道南ロイヤル病院(北約山)'5'4-5011 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

ご了承〈ださい。 市司

司午前10時から正午まで g; ヲ同
午後 1時から 3時まで I目立嘆引I

証 l
習のご案内f

医当日休

'5'2 -0057 

'5' 7 -2'170 
'5'4 -5321 

O 
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-優良講習(30分講習)

-今金町民センター

12月19日(午後 1時)

-北槍山町農村環境改善センタ

1月9日、2月6日(午後 1時)

・一般講習(1時間)

-北檎山町農村環境改善センタ

1月9日、2月6日(午後2時)

・違反・初回講習(2時間)

-北槍山町農村環境改善センター

12月12日、 1月16日(午後 1時)

今金町の交通事故発生状況

10月末計

1 2イ牛

1 ~~ ~母
※ss運動(スピードダウン・シートベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼロ日数 95日

。由
主
主
包
持
、
尉
耐
日
置
室
副
首
ゆ
ゆ
耳
判
ル
ゆ
畠
l
-

司
三
句
∞
l
日

I
C
二
-

妻
D
-
2田
l
M
l
M
主同

10月発生

発生件数 1件
死者数 O名

傷者数 1名

CID @ 直 霊園 環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています。

ホームページアドレス http://www.hakoda!e.or.jp/imakane/

E メールアドレス imakane@hakoda!e.or.jp


